
































































































第 3セメスター マクロ経済学、ミクロ経済学 経営戦略論、簿記I
第 4セメスター 金融論、財政学 組織マネジメント論、簿記II
第 5 セメスター 国際経済学、家族経済論 マーケティング論、簿記III、国際経営論、会計学










































簿記III 66名 61名 72名




































































































































































































































3 級 2 級
到達目標 会計の用語、財務諸
表の構造・読み方・
分析等、財務諸表を
理解するための基礎
的な力を身につける。
企業の経営戦略や事
業戦略を理解するた
め、財務諸表を分析
する力を身につける。
出題範囲 1．財務諸表の構造や
読み方に関する基
礎知識
（1）財務諸表とは
（2）貸借対照表、損益
計算書、キャッシ
ュ･フロー計算書
の構造と読み方
2．財務諸表の基本的
な分析
（1）基本分析
（2）成長率および伸
び率の分析
（3）安全性の分析
（4）収益性の分析
（5）1株当たり分析
（6）1人当たり分析
1．財務諸表の構造や
読み方、財務諸表
を取り巻く諸法令
に関する知識
（1）会計の意義と制度
（2）連結財務諸表の
構造と読み方
2．財務諸表の応用的
な分析
（1）基本分析
（2）安全性の分析
（3）収益性の分析
（4）キャッシュ･フロ
ーの分析
（5）セグメント情報
の分析
（6）連単倍率
（7）損益分岐点分析
（8）1株当たり分析
（9）1人当たり分析
問題形式・
制限時間
マークシート方式：
2時間
マークシート方式：
2時間
合格基準 100点満点で、
70点以上の得点
100点満点で、
70点以上の得点
（出所：大阪商工会議所ホームページより）
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また、質保証の観点から、ビジネスプログラムの
修了要件として外部資格の取得を設定しているもの
の、学生に対する教育で重要と考えられるのは、単
なる資格取得を促すことではなく、経営戦略と会計
のつながりを理解できる学生を育てることである。
しかし、そのような学びのための科目は現在開講さ
れておらず、今後のカリキュラム改定に応じて科目
の新設についても考慮すべきである。
さらに、就職活動が前倒しになっていることで、
3年次より就職活動に時間をとられることも、一つ
の要因となっている可能性がある。
おわりに
ビジネスプログラムは、大学のカリキュラムの一
環として、より発展的・専門的な学びを促すための
プログラムである。京都女子大学現代社会学科「人
材養成に関する目的」では、「自然科学から人文・社
会科学までの学問分野における専門的知識・理解を
深めるとともに、幅広い教養と汎用的技能、グロー
バルな視点が身につけられるようにします」と記載
されているように、汎用的技能を身につけられるよ
うな学びを提供することが求められている。さらに、
「高い専門的知識・理解・技能をもった女性人材」の
養成を目指すとされている。
ビジネスプログラムでは、さまざまな専門的知識
や技能を学んだうえで、ビジネスプログラムの固有
科目である「サービス経営特論」で、経営者等の講
話を聞くことにより、専門的知識と結びつけて考察
を深められる汎用的技能が身につけられる。簿記会
計についても、資格取得のみを目的とするのではな
く、会計の数値を経営戦略と結びつけて判断できる
人材の養成を行うべく「簿記Ⅲ」を開講しているが、
さらに、学生が意欲的に学びに取り組み、その成果
を実感できるよう、修了証授与要件などを検討して
いく。
また、今回の研究においては、ビジネスプログラ
ム修了証取得のためのもう一つの外部資格要件であ
るTOEICについては今回検討できていない。すでに
日商簿記検定 2級を取得している複数の学生に聞き
取り調査を行ったところ、TOEICの要件を満たすた
めに努力をしているものの、結果に結びついていな
いとの回答を得た。そこで、学生の履修状況や資格
取得状況を把握するため、必要に応じて学生に対す
るアンケートを実施することにより、さらにビジネ
スプログラムの課題を明確にしていきたいと考えて
いる。
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